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                                                       作成日 2001年 8月 2日 

                            改訂日 2012年 5月 11日 

 

製品安全データシート 
 
１． 製品名及び会社情報 

   製品名      日本薬局方 オキシドール 

   会社名      小堺製薬株式会社 

    住所      〒130-0026  東京都墨田区両国 4丁目 36番 9号 

    担当部門    品質保証室 

    電話番号    03-3631-1495 

    ＦＡＸ番号   03-3631-1457 

 

２． 組成、成分情報 

   単一製品・混合物の区別   ：混合物 

   化学名           ：過酸化水素 3w/v% 

   成分及び含有量       ：3w/v%  過酸化水素 水溶液 

添加物 フェナセチン 

 化学特性（化学式）     ：H２O２ 

     官報公示整理番号（化審法、安衛法） ：化審法（1）－419 

   ＣＡＳ Ｎｏ．       ：7722－84－1 

 

３． 危険有害性の要約 

   最重要危険有害性 

    有害性          ：刺激性あり。皮膚に付着すると表皮に白斑を生じる。 

    環境影響         ：水棲生物に対する毒性は弱い。 

    物理的及び化学的危険性  ：アルカリ・異物を混入すると分解促進し、酸素ガス及び 

                  熱を発生する。支燃性あり。 

   分類の名称         ：酸化性物質 

 

４．応急措置 

   吸入した場合        ：なし 

   皮膚に触れた場合      ：なし 

   目に入った場合       ：直ちに流水で少なくとも 15分間以上洗眼し、専門医（眼 

                  科医）の診断を受ける。 

   誤飲した場合        ：水又はミルクを飲ませ、速やかに専門医の診断を受ける。 

 

５．火災時の処置 

   消火剤           ：一般火災の場合は消火剤として水を用いるが、大量の有 

                  機溶剤や油類が混在する場合は、泡、粉末あるいは二酸 

                  化炭素等の消火剤を使用する。 

   特定の消火方法       ：過酸化水素の分解により発生する酸素ガスは周囲の可燃 

                  物の燃焼を助け、火災を激しくするので注意が必要。 
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６．漏出時の処置 

  除去方法          ：大量の水で希釈して洗い流す。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

   取扱い           ：一旦容器から出したものは、元の容器に戻さない。 

  保管 

   適切な保管条件      ：異物が容器に侵入しないようにする。 

                 可燃物や過酸化水素の分解を促進する物質と、混合貯蔵 

                 してはならない。 

                 通風の良い場所に保管し、過酸化水素が高温にならない 

                 ようにする。 

                 直射日光を避け、冷暗所に保存すること。 

 

８．暴露防止及び保護措置 

 許容濃度          ：日本産業衛生学会 現在なし 

                ACGIH 時間加重平均暴露限界（TLV-TWA） 

                １ppm（92－93年） 

                短時間暴露限界（TLV-STEL）  ― 

 保護具 

  手の保護具        ：ゴム手袋 

  目の保護具        ：保護眼鏡 

 

９．物理的及び化学的性質 

   物理的状態 

    形状           ：液体 

    色            ：無色澄明 

    臭い           ：特有の刺激臭 

   物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲 

   引火点          ：なし 

    発火点          ：なし 

    爆発範囲         ：なし 

   比重 d20/20         ：約 1.01 

   溶解性 

    溶媒に対する溶解性    ：水と自由な割合で溶け合う。 

         

10．安定性及び反応性 

   安定性           ：異物（重金属、アルカリ、酸化されやすい有機物等）が 

                                    混入しない限り安定である。 

    反応性           ：様々の無機化合物を酸化し、有機化合物に対しても酸化 

                 作用がある。 

              白金、銀、銅、鉄、クロム、マンガン等と接触すると、 

              急激に分解して酸素ガス及び熱を発生し、密閉容器では 

              破裂することがある。 

                  分解すると水と酸素ガスになりこの時 2.900J(690cal) 

                  の熱を発生する。 
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                  加熱すると分解を促進する。（温度が 10℃上昇すると、   

                  分解速度は約 2.2倍速くなる。） 

                 酸化性あり。 

 

11．有害性情報 

  急性毒性                  ：雄ラット(WISTAR-JCL)経口 ＬＤ50＝1,518mg －H2O2/kg 

                     （9.6％ H2O2使用時） 

  亜急性毒性                ：雄ラット（WISTAR）経口 60mg －H2O2/kg/日投与時、 

                                20 日後より発育抑制が認められた（0.6w/v%  H2O2使用時） 

                     雄ラット（WISTAR-JCL）経口 56.2mg－H2O2/kg を、6日／週 

                                で 12週間投与時無影響（5w/v%  H2O2使用時） 

    刺激性（皮膚・眼）        ：皮膚・粘膜に対し刺激性があり眼に入ると失明の恐れあり。 

  がん原性                  ：マウス（C57BL）に、H2O2を含む飲料水を 740 日間投与、十二 

                                指にがんの発生例あり。 

                      ラット（FISHER F344）に、H2O2を含む飲料水を、78週投与。 

                                がん原性認められず。 

                     （飲料水中の H2O2濃度は 0.3及び 0.6％） 

                                  〔注〕FDAでは、H2O2は GRAS(GENERALLY RECOGNIZED AS SAFE) 

                                       に分類している。食品と接触するポリマー表面殺菌 

                                       用 H2O2の許容濃度を 0.1から 0.5ppmに変更している。 

  変異原性         ：サルモネラ TYPHIMURIUMU 菌に対し弱い変異原物質である。 

  生殖毒性         ：知見なし 

 

12．環境影響情報 

 魚毒性       （海水魚）：  アイゴ  24時間 LC50=224mg－H2O2/Ｌ 

                  シマハゼ 24時間 LC50=155mg－H2O2/Ｌ 

                  マアジ  24時間 LC50= 89mg－H2O2/Ｌ 

           （淡水魚）： 鯉    48時間 LC50= 42mg－H2O2/Ｌ 

 

13．廃棄上の注意 

   残余廃棄物       ：取扱い及び保管上の注意の項の記載による他、廃棄すべき過 

                酸化水素は亜硫酸ナトリウム等の還元剤、あるいは金属類等 

                と徐々に反応させて分類する。 

            排水の排出基準（pH,COD 他）に適合していることを確認の   

            上廃棄すること。 

            過酸化水素が、活性汚泥処理施設に流されると問題を生ずる 

            恐れがある。 

 

14．輸送上の注意： 

   輸送の特定の安全対策及び条件 ：陸上輸送 

                   可燃性物質、高圧ガス等との混載を避けることが望ま 

                   しい。 

 

15．適用法令         ：薬事法 医薬品 
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16．その他の情報 

 引用文献 

１） 化学防災視診、日本化学会編（1980） 

２） 東邦医学会雑誌、23 巻、5・6号、p531（1976） 

３） 食衛誌、10 巻、p68（1969） 

４） 食品添加物公定書解説書 

５） GANN,VOL.73,p315(1982)〔英文〕 

６） 昭和 55年度 厚生省がん研究助成金による研究報告集（下）、p956 

７） TERATOGENESIS,CARCINOGENSIS&MUTAGENESIS,VOL.9,p211(1989) 

８） 養殖、29巻、2号、p117(1989) 

９） 水産増殖、37 巻、p221(1989) 

１０） 三重大学生物資源紀要、第 4号、p165(1990) 

１１） FEDERAL,REGISTER,VOL.52,No.133,26146（JULY13,1987） 

 

 

 記載内容のデータや評価に関しては必ずしも安全性を十分に保証するものでは有りません。全

ての化学製品には未知の有害性がありうるため、取扱いには細心の注意が必要です。 
 ご使用者各位の責任において、安全な使用条件を設定くださるようお願いします。 

  


